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『いまに至り、なにを想う』
～養珠院お万の方と十五夜と～



※「広報かつうら facebook ページ」に関するお知らせ
　この記事は「広報かつうら facebook ページ」に掲載する予定でしたが、10 月５日から facebook の
セキュリティチェックの不具合でアカウント認証エラーが続いており、本稿の最終校正日の 10 月 26 日
現在も復旧しておりません。
　ご利用いただいている皆様には、ご不便をおかけすることとなり、大変申し訳ございません。

先月の４日は陰暦の８月１５日で、中秋の名月、十五夜でしたね。
中秋とは陰暦の７月から９月の秋の季節のちょうど真ん中の日を差す言葉です。
陰暦の８月は平安時代から、１年のなかで空が最も澄みわたり月が明るく美しい、とされており、

「月々に月見る月は多けれど月見る月はこの月の月」なんて歌もあるくらいです。
ちなみに仲秋と書くと陰暦８月全体のこととなり、意味が少し変わってしまいます。

表紙の写真は、八幡岬公園のお万の
方様に、中秋の名月を手に取って
もらったものです。

思い付きでこの写真を撮りま
したが、本稿を書くにあたり
調査した「お万布さらし」の
伝承によれば、勝浦城が落城し、
お万の方様が布をさらしてお逃げ
になったのは、奇しくも旧暦８月
１５日。

「満月が雲に隠れた夜の闇にまぎ
れて…」とのこと。
さらに地元には、落城の夜に
あたることから、月見の団子
は家の中にこっそりと飾り、
月見は遠慮する風習まであっ
たとか。

思えば当日は雲が多く、カメラに手と月の位置を合わせておいても、雲が通り過ぎるのを待つ
間に月が上がってしまい、慌ててカメラを合わせ直しているうちに、また雲がかかるといった
ことの繰り返しで、結局、お万の方様にも３時間ほどお付き合いいただきました…。

お万の方様が中秋の名月に対してどのようなお気持ちであったか調べることはできませんでしたが、
どうか御気を悪くされませんよう祈るばかりです。
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『年の瀬』特別教室

あなたにぴったりがきっと見つかる♪

WaküWakü♪カルチャースクール
わ　　く　　　　わ　　く

対　　象
　市内在住・在勤・在学の方（小学生以上）　
　親子一緒の参加も可能です（小学生は保護者同伴）
受付期間
　１１月１５日（水）９：００より受付開始
※定員になり次第締め切り

　

Ｔ
Ｖ
や
雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
、
深
緑

に
た
た
ず
む
『
分
校
の
お
蕎
麦
や
さ
ん
』
が

キ
ュ
ス
テ
に
帰
っ
て
き
ま
す
！
季
節
は
冬
、

こ
の
教
室
で
蕎
麦
作
り
を
学
ん
で
ご
家
族
に

年
越
し
蕎
麦
を
振
舞
い
ま
せ
ん
か
？
さ
あ
、

今
が
挑
戦
の
時
！

開
講
日
程

▽
冷
た
い
お
蕎
麦
教
室

　

12
月
４
日
㈪

▽
温
か
い
お
蕎
麦
教
室

　

12
月
18
日
㈪

時
間　

13
時
～
15
時

場
所　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
調
理
室

定
員　

12
名
（
２
人
１
組
、
１
卓
で
の
作
業
に

な
り
ま
す
。）

持
ち
物　

タ
オ
ル
（
手
拭
い
用
）、三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
、
調
理
用
帽
子
で
も
可
）

※
ご
自
身
で
蕎
麦
打
ち
道
具
を
お
持
ち
の
方

は
ぜ
ひ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

３
，
５
０
０
円
（
材
料
費
）

講
師　

そ
ば
処
「
も
み
の
木
庵
」（
大
多
喜
町
）

　
　
　

の
皆
さ
ん

※
全
１
回
の
教
室
を
２
回
開
講
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
複

数
の
ご
予
約
は
ご
遠
慮
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

　

勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
73

−

１
０
０
１

※
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
申
し
込
み
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

戌
年
に
ち
な
ん
だ
、
一
味
違
う
お
正
月
飾
り

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
玄
関
、
台
所
、
ど
こ

に
で
も
飾
れ
る
素
敵
な
お
花
の
置
物
を
作
っ

て
、
新
年
を
祝
い
ま
し
ょ
う
！
長
く
飾
れ
ま
す

の
で
お
正
月
が
過
ぎ
た
後
で
も
楽
し
め
ま
す
。

開
講
日
程　

12
月
22
日
㈮

時
間　

19
時
～
21
時

場
所　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
調
理
室

定
員　

15
名

持
ち
物　

ハ
サ
ミ
（
ご
自
身
で
グ
ル
ー
ガ
ン
を

お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

参
加
費　

２
，
３
０
０
円
（
材
料
費
）

講
師　

根
本　

敬
子

　
　
　
（
花
の
ア
ト
リ
エ
ド
ル
チ
ェ
）

　

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ク
レ
イ
ア
ー

ト
、
初
め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
！
お
し
ゃ
れ
な

飾
り
を
飾
っ
て
素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？
樹
脂
粘
土
で
作
る
の
で
と
っ
て
も

長
持
ち
、
来
年
も
飾
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
子

供
用
と
大
人
用
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
、
親
子

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

※
子
供
用
コ
ー
ス
：
サ
ン
タ
と
雪
だ
る
ま
の

オ
ー
ナ
メ
ン
ト

大
人
用
コ
ー
ス
：
ク
レ
イ
紫
陽
花
の
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス

開
講
日
程　

12
月
10
日
㈰

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
調
理
室

定
員　

15
名

持
ち
物　

タ
オ
ル
（
手
拭
い
用
）、
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
空
箱
（
作
っ
た
リ
ー
ス
を
持
ち
帰
る

た
め
に
使
い
ま
す
）

参
加
費　

１
，
５
０
０
円
（
材
料
費
）

講
師　

内
野　

美
佐

　
　
　
（
㈱
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

そ
ば
打
ち
学
校

～
分
校
の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
が

や
っ
て
く
る
！
～

ク
レ
イ
ア
ー
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
教
室

  『
手
作
り
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
＆

フ
ラ
ワ
ー
リ
ー
ス
』を
作
ろ
う
♪

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
お
正
月
教
室

～
『
お
花
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
』を

作
ろ
う
!!
～
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Katsuura 
Topics

Katsuura Topics

　

豊
作
、大
漁
、日
々
の
生
活
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
地
域
の
発
展
を
願
っ
て
、

上
野
地
区
、興
津
地
区
、総
野
地
区
の
各

地
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
今
回
は
、紙
面
の
都
合
に
よ
り
、上
野
地
区
、

興
津
地
区
の
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、興
津
地
区
に
つ
い
て
は
９
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

大
森
区
で
は
、木
更
津
総
合
高
校
の
和
太
鼓
部
に
よ
る
軽

快
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
３
回

目
と
な
る
こ
の
演
奏
。
地
元
の
方
々
も
、響
き
渡
る
和
の
リ

ズ
ム
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

赤羽根区　熊野神社

古新田区　神明神社

上植野・名木区　熊野神社

植野・星山区　香取神社

小羽戸区　山神社

大森区　木更津総合高校和太鼓部大森区　熊野神社

秋秋
の
祭
り

の
祭
り

勝
浦
各
地
で

勝
浦
各
地
で

上
野
地
区
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厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人
お
一
人
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い

た
だ
く
日
」
と
し
て
、
11
月
30
日
を
「
年
金

の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身
の
年
金
記

録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認

で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に

つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
さ
ま

ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
千
葉
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
所
得
税
、
市
県
民
税
）

　

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、「
今
年
１

年
間
に
納
付
し
た
保
険
料（
見
込
み
を
含
む
）」

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
必
要
で
す

『
11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す
!!
』

い
い

み
ら
い

控
除
証
明
書
」
や
領
収
証
書
は
、
申
告
を
行

う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成

29
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ

ま
す
。）　

　

ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家

族
（
配
偶
者
や
お
子
様
な
ど
）
の
負
担
す
べ

き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「
後
納
制
度
」
が

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の

３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
や
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ

た
方
が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

従
来
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
な

ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
で
し
た
が
、
平
成
29
年
８
月
か

ら
は
、
資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
後
納
制
度
を
利
用

し
不
足
し
て
い
る
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

よ
り
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
方
が

受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、「
ね
ん

き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎
０
５
７
０

−

０
０
３

−

０
０
４
）
ま
た
は
千
葉
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11月は
国民年金からのお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　「
後
納
制
度
」
に
つ
い
て

年
金
に
関
す
る
電
話
に
よ
る

お
問
い
合
わ
せ
先

▽
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

　

千
葉
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
３
２
０

▽
国
民
年
金
、
年
金
の
請
求
・
受
給
な
ど

に
関
す
る
こ
と

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

−

05

−

１
１
６
５

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
お
掛
け
に
な

る
場
合
は

　

☎
03

−

６
７
０
０

−

１
１
６
５

受
付
時
間

▽
月
曜
日

　

８
時
30
分
～
19
時

▽
火
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
週
初
の
開
所
日　

８
時
30
分
～
19
時
）

▽
第
２
土
曜
日

　

９
時
30
分
～
16
時

※
右
記
以
外
の
土
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年

始
は
除
く

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

ねんきん月間
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60,000,000
（円）

36,075,652

15,637,583
2,621,120

△ 106,456,413

△ 51,008,952

平成 24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

40,000,000

20,000,000

△20,000,000

△40,000,000

△60,000,000

△80,000,000

△100,000,000

△120,000,000

0

国民健康保険特別会計（事業勘定）単年度収支の推移

いつも身近に「安心」を

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
決
算
規
模
は
、
歳
入
総
額
32
億
４
２
３
９
万
３

０
７
９
円
（
前
年
比
１
億
２
６
９
７
万
８
４
１
１
円
減
・

△
３.

７
７
％
）、
歳
出
総
額
30
億
６
４
４
０
万
５
８
１
２

円
（
前
年
比
１
億
４
２
６
１
万
５
９
９
４
円
減
・
△
４.
４

５
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
支
状
況
を
み
る
と
歳
入
歳
出
差
引
額
と
実
質
収
支
額

は
同
額
の
１
億
７
７
９
８
万
７
２
６
７
円
（
前
年
度
１
億

６
２
３
４
万
９
６
８
４
円
）
と
な
り
、
平
成
28
年
度
実
質

収
支
額
か
ら
前
年
度
実
質
収
支
額
を
差
引
い
た
単
年
度
収

支
は
１
５
６
３
万
７
５
８
３
円
で
、
２
年
連
続
の
黒
字
（
前

年
度
２
６
２
万
１
１
２
０
円
の
黒
字
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
被
保
険
者
数
は
年
々
減
少
し
て
い
る
に
も
係

わ
ら
ず
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
依
然
、
高
い
水
準
に

あ
り
ま
す
。
今
後
、
保
険
給
付
費
の
増
加
や
、
急
激
な
保

険
税
の
落
ち
込
み
に
備
え
る
た
め
、
歳
計
剰
余
金
の
う
ち

２
，０
０
０
万
円
を
前
年
度
に
引
き
続
き
積
立
を
行
い
、
財

政
調
整
基
金
は
累
計
５
，
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
民
健
康

保
険
制
度
を
維
持
す
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
を

抑
え
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

２
年
連
続
で
単
年
度
収
支
黒
字
も

  

一
人
あ
た
り
医
療
費
は
依
然
、
高
水
準
に

　
　
　
　
　
　
　

   

―
平
成
28
年
度
決
算
―

11
月
は
、ち
ば
国
保
月
間

被保険者数と一人あたり総医療費の推移

300,000
（円） （人）

310,000

320,000

一人あたり総医療費
被保険者数

330,000

340,000

350,000

360,000

5,800

5,600

5,400
5,200

6,800
6,600

6,400

6,200
6,000

6,931

309,010 

328,509 339,137

350,680 
345,4646,758

6,588

6,319

5,909

7,200
7,000

平成 24年度平成24年度 平成25年度平成25年度 平成26年度平成26年度 平成27年度平成27年度 平成28年度平成28年度



いつも身近に「安心」を

　
「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
平
成
27
年

５
月
27
日
に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
成
立
に
よ
り
、

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任
主

体
が
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
変
わ
り
、
安
定
的
な
財
政

運
営
や
効
率
的
な
事
業
の
確
保
な
ど
の
国
保
運
営
に
中
心

的
な
役
割
を
担
い
、
制
度
の
安
定
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
、
都
道
府
県
で
は
、
都
道
府
県
内
の
医
療
費
な
ど

を
推
計
し
、
そ
の
保
険
給
付
費
に
充
て
る
た
め
、
市
町
村

ご
と
に
国
保
事
業
費
納
付
金
の
額
を
決
定
し
、
併
せ
て
、

納
付
金
を
納
め
る
た
め
に
必
要
な
標
準
保
険
料
率
を
算
定

し
て
各
市
町
村
に
通
知
を
行
い
ま
す
。

　

市
町
村
で
は
、
納
付
金
を
納
め
る
た
め
、
国
保
の
被
保

険
者
か
ら
保
険
税
額
を
徴
収
し
、
都
道
府
県
へ
納
付
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
の
保
険
税
率
・
額

に
つ
い
て
は
、
こ
の
納
付
金
お
よ
び
標
準
保
険
料
率
を
参

考
と
し
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
か
ら

   
国
民
健
康
保
険
制
度
が

　
　
　
　
　

  

変
わ
り
ま
す

改正の方向性

１. 運営の在り方
　 （総論）

○都道府県が、当該都道府県内の市町村とともに、国保運営を担う
○都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事業運

営の確保などの国保運営に中心的な役割を担い、制度を安定化
○都道府県が、都道府県内の統一的な運営方針としての国保運営方針を示し、

市町村が担う事務の効率化、標準化、広域化を推進

都道府県の主な役割 市町村の主な役割

２. 財政運営

財政運営の責任主体
・市町村ごとの国保事業費納付金を
　決定
・財政安定化基金の設置･運営

・国保事業費納付金を都道府県に
　納付

３. 資格管理
国保運営方針に基づき、事務の効率
化、標準化、広域化を推進（※４、
５も同様）

・地域住民と身近な関係の中、資格を
　管理（被保険者証などの発行）

４. 保険料の決定
 　 賦課 ･ 徴収

標準的な算定方法などにより、市町村
ごとの標準保険料率を算定・公表

・標準保険料率などを参考に保険料率
　を決定
・個々の事情に応じた賦課・徴収

５. 保険給付
・給付に必要な費用を、全額、市町村
　に対して支払い
・市町村が行った保険給付の点検

・保険給付の決定
・個々の事情に応じた窓口負担減免
　など

６. 保健事業 市町村に対し、必要な助言・支援
・被保険者の特性に応じたきめ細か

い保健事業を実施（データヘルス
事業など）

11
月
は
、ち
ば
国
保
月
間

改正後における国保運営のあり方



　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
動
物
に
よ

る
事
故
や
迷
惑
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▽
人
が
犬
に
か
ま
れ
る
事
故
が
、
平
成

28
年
度
は
県
内
で
１
７
３
件
発
生
し

ま
し
た
。

・
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
保
健
所

へ
届
け
出
し
、
か
ん
だ
犬
が
狂
犬
病

の
疑
い
が
な
い
か
ど
う
か
獣
医
師
の

検
診
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

・
犬
を
飼
う
場
合
に
は
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
な
し
つ
け
、
飼
い
方
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
公
園
な
ど
も
含
め
、
犬
の
放
し
飼
い

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
は
犬

を
制
止
で
き
る
人
が
、
短
い
引
き
綱

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
犬
は
来
訪
者
の
届
か
な
い
場
所
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
門
や
玄
関
か

ら
犬
が
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防

接
種
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
飼
い

主
の
義
務
で
す
！

▽
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

　

糞
尿
や
鳴
き
声
に
よ
る
被
害
を
防

止
で
き
、
感
染
症
な
ど
の
危
険
か
ら

猫
や
人
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
猫
活
動
な
ど
で
屋
外
に

い
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
世
話
を

す
る
場
合
に
は
、
特
に
過
度
の
ふ
れ

あ
い
は
避
け
、
か
ま
れ
た
り
ひ
っ
か

か
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

11月は「動物による危害防止対策強化月間」です！

▽
犬
猫
合
わ
せ
て
10
頭
以
上
飼
う
場

合
、
保
健
所
へ
の
届
出
が
必
要
で
す

（
91
日
齢
未
満
の
犬
猫
を
除
く
）
。

▽
一
部
の
サ
ル
、
ヘ
ビ
な
ど
の
特
定
動

物
を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

▽
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ

探
し
、
保
健
所
、
警
察
、
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
に
電
話
な
ど
で
届
け
出
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
迷
子
札
を
つ
け

る
、
動
物
病
院
で
「
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
」
を
装
着
お
よ
び
登
録
す
る
な
ど

し
て
、
保
護
さ
れ
た
際
に
飼
い
主
が

わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で

面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得

な
い
事
情
で
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。
保
健
所
、
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
で
は
飼
い
主
探
し
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。

▽
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、定
期
的
に

「
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、動
物
愛
護

や
し
つ
け
方
、動
物
由
来
感
染
症
な

ど
に
つい
て
、学
校
、地
域
の
勉
強
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

問
合
せ
・
ご
相
談

▽
夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健

所
）
☎
73

−

０
１
４
５

▽
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

−

93

−

５
７
１
１

▽
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　

☎
73

−

６
６
３
９
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Katsuura Topics

興
津
地
区

守
谷
区
、興
津
区
の
祭
り
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

秋秋
の
祭
り

の
祭
り

勝
浦
各
地
で

勝
浦
各
地
で

守谷区胎内くぐり

守谷区　大山神社神輿

守谷区山車

興津区　鹿島神社神輿大神輿復活１０周年の餅投げ

興津区小神輿夜の神輿も迫力あり興津区屋台

9 KATSUURA 2017.11.2



お
知
ら
せ

インフォメーションガーデン

　

勝
浦
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議

会
で
は
、
古
市
佳
央
氏
（
全
国
・
講
師

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
１
３
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
）
を
お
迎
え
し
て
、
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
21
日
㈫　

13
時
開
場

　
　
　

13
時
30
分
開
演

会
場　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料

問
合
せ　

勝
浦
市
青
少
年
相
談
員
連

絡
協
議
会
（
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
73

−

６
６
６
５

　

名
木
緑
風
苑
の
菊
展
を
今
年
も
開

催
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

11
月
２
日
㈭
～
７
日
㈫

　
　
　

10
時
～
15
時

会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
名
木

緑
風
苑
駐
車
場

※
入
場
無
料
、
駐
車
場
完
備
（
台
数

制
限
あ
り
）

問
合
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
名

木
緑
風
苑
総
務
課

　

☎
70

−

５
１
５
０

　

大
多
喜
町
の
中
心
街
は
、
近
世
の

城
下
町
を
出
発
点
と
し
、
明
治
維
新

後
も
公
共
機
関
や
諸
産
業
の
地
域
的

中
核
と
な
り
、
豊
か
で
、
活
気
に
あ

ふ
れ
た
街
並
み
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
近
代
か
ら
現
代
に
つ
な
が
る
地

域
伝
来
の
資
料
を
掘
り
起
こ
し
、
当

時
の
大
多
喜
の
に
ぎ
わ
い
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
い
す
み
鉄
道
「
国
吉

駅
」
に
あ
る
「
人
車
軌
道
」
の
復
元

品
を
実
際
に
動
か
す
行
事
な
ど
、
楽

し
い
関
連
事
業
も
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　

詳
し
く
は
当
館
Ｈ
Ｐ
ま
で
。

展
示
期
間　

12
月
３
日
㈰
ま
で

入
場
料　

大
人
３
０
０
円
、
高
大
生

１
５
０
円
、
中
学
生
以
下
と
65
歳

以
上
は
無
料　

問
合
せ　

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
大

多
喜
城
分
館

　

☎
82

−

３
０
０
７

　

 http://w
w

w
.chiba-m

use.
or.jp/SO

N
A

N
/

　

楽
し
さ
満
載
の
学
園
祭
を
計
画
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
18
日
㈯　

10
時
～
16
時

　
　
　

11
月
19
日
㈰　

10
時
～
15
時

場
所　

外
房
学
園
茂
原
本
校
舎

入
場
料　

無
料

内
容

▽
展
示　

手
工
芸
、
切
り
絵
、
写
真
、

絵
手
紙
、
書
道
、
川
柳
、
園
芸
品
、

陶
芸
作
品　

な
ど

▽
販
売　

園
芸
（
野
菜
、
花
苗
）、

陶
芸
作
品　

な
ど

▽
体
験　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
パ
ソ
コ
ン
で
名
刺

作
り
、
書
道
、
健
康
麻
雀　
な
ど

▽
芸
能　

落
語
、
民
謡
、
合
唱
、
銭

太
鼓
、
笑
い
ヨ
ガ
、
南
京
た
ま
す

だ
れ
、
詩
舞　

な
ど

問
合
せ　

外
房
学
園
茂
原
本
校
舎

　

☎
０
４
７
５

−

25

−

８
２
２
８

　

千
葉
県
で
農
業
・
林
業
・
漁
業
を

始
め
た
い
な
ど
興
味
が
あ
る
方
な
ら

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
㈷

　
　
　

10
時
～
15
時

場
所　

千
葉
市
き
ぼ
ー
る
13
階

対
象
者　

千
葉
県
で
農
業
・
林
業
・

漁
業
を
始
め
た
い
な
ど
興
味
が
あ

る
方

内
容　

千
葉
県
で
農
業
や
林
業
、

漁
業
に
取
り
組
も
う
と
す
る
方

や
、
農
業
法
人
へ
の
就
職
を
考

え
て
い
る
方
へ
情
報
提
供
や
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

新
規
就
業
し
た
方
か
ら
体
験
談

を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

▽
県
農
林
水
産
部
担
い
手
支
援
課

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

２
９
０
４

▽（
公
社
）千
葉
県
園
芸
協
会

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

３
０
０
８

種
別　

応
急
手
当
普
及
員
講
習
Ⅰ

　
　

  

（
24
時
間
）

日
時

　

平
成
30
年
３
月
12
日
㈪
～
14
日
㈬

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

　
（
連
続
３
日
間
）

場
所　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
消
防
本
部
２
階
会
議
室

内
容　

当
消
防
本
部
管
内
事
業
所
の

従
業
員
ま
た
は
消
防
組
織
な
ど
の

構
成
員
に
対
し
て
行
う
応
急
手
当

の
普
及
指
導
に
従
事
す
る
指
導
者

の
育
成
（
応
急
手
当
普
及
員
講
習

Ⅰ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
お
り
）

対
象
者　

勝
浦
市
、
い
す
み
市
、
大

多
喜
町
、
御
宿
町
の
事
業
所
（
学

校
含
む
）、
自
主
防
災
組
織
、
そ

の
ほ
か
消
防
防
災
に
関
す
る
組
織

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
講
習
で

使
用
す
る
教
科
書
を
書
店
な
ど
で

直
接
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
消
防

本
部
で
は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
）

申
込
方
法

　

定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

夷
隅
郡
市
広
域
消
防
本
部
警
防
課

に
電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
間　

12
月
１
日
㈮
の
８
時
30

分
か
ら
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬
の

16
時
ま
で

問
合
せ

　

夷
隅
郡
市
広
域
消
防
本
部
警
防
課

　

☎
80

−

０
１
３
３

古
市
佳
央
氏
特
別
講
演
会

 「
本
当
の
幸
せ
と
は

～
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

壁
は
な
い
～
」

千
葉
県
立
中
央
博
物
館

大
多
喜
城
分
館
企
画
展

 「
な
つ
か
し
の
街
並
み

−

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
大
多
喜

−

」

名
木
緑
風
苑

 「
菊
展
」の
ご
案
内

千
葉
県
生
涯
大
学
校

 「
外
房
学
園
祭
」

千
葉
県
農
林
水
産

就
業
相
談
会

応
急
手
当
普
及
員
講
習

HP

応
募
条
件　

健
康
、
仲
間
づ
く
り
、

社
会
参
加
に
興
味
の
あ
る
千
葉
県

在
住
の
方
で
、
原
則
と
し
て
60
歳

以
上
の
方

募
集
期
間

　

11
月
10
日
㈮
～
12
月
28
日
㈭

願
書
配
布
場
所　

生
涯
大
学
校
各
学

園
、
各
市
町
村
高
齢
者
福
祉
担
当

課
、
各
地
域
振
興
事
務
所
、
県
庁

平
成
30
年
度
千
葉
県

生
涯
大
学
校
学
生
募
集

高
齢
者
福
祉
課

※
郵
送
希
望
者
は
、
１
４
０
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
２
）

を
同
封
し
、
左
記
へ
郵
送

問
合
せ

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

〒
２
６
０

−

０
８
０
１　

千
葉
市

中
央
区
仁
戸
名
町
６
６
６

−

２

　

☎
０
４
３

−

２
６
６

−

４
７
０
５

人車軌道
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茂
原
・
い
す
み
で

は
、
障
害
者
（
身
体
、
知
的
、
精
神
）

の
方
を
対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

求
人
企
業
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茂

原
・
い
す
み
を
管
轄
と
す
る
企
業
が

参
加
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
事
業

所
の
方
は
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
所
在

地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
障
害
者
の
方

は
１
月
12
日
㈮
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
茂
原
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
30
年
１
月
22
日
㈪

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

茂
原
市
役
所
市
民
室

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
茂
原
求
人

専
門
援
助
部
門

　

☎
０
４
７
５

−

25

−

８
６
０
９

障
害
者
雇
用
促
進

就
職
面
接
会

◆
件
名 

◆
場
所 

◆
期
間

◆
落
札
業
者
名 

◆
契
約
金
額

▽
敷
地
内
法
面
崩
壊
対
策
工
事
（
勝

浦
小
学
校
）

・
墨
名
地
内

　

10
／
17
～
Ｈ
30
／
３
／
23

　

佐
久
間
建
設
㈱

　

３
２
，
２
９
２
，
０
０
０
円

▽
勝
浦
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
工
事
設

計
業
務
委
託

・
出
水
地
内

　

10
／
17
～
Ｈ
30
／
３
／
30

　

㈱
千
町
村
建
築
研
究
所

　

７
，
０
２
０
，
０
０
０
円

問
合
せ　

財
政
課
契
約
検
査
係

　

☎
73

−

６
６
４
９

　

創
業
・
起
業
に
関
心
の
あ
る
方

や
、
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
を
対

象
と
し
て
開
講
す
る
全
４
日
間
の
創

業
塾
。
基
礎
か
ら
実
践
的
な
内
容
ま

で
、
創
業
に
必
要
な
知
識
を
短
期
間

で
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程

　

11
月
19
日
・
26
日
、
12
月
３
日
・

10
日
（
す
べ
て
日
曜
）

時
間　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

勝
浦
市
商
工
会

受
講
料　

３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

　

11
月
15
日
㈬
か
ら
平
成
30
年
２
月

15
日
㈭
の
間
、
一
般
の
狩
猟
者
が
市

内
の
山
野
で
”
猟
銃
を
使
う
“狩
猟

を
行
い
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
や
農
作
業
な
ど
で
山

野
に
出
か
け
る
場
合
は
、
狩
猟
者
か

ら
確
認
さ
れ
や
す
い
よ
う
に
目
立
つ

服
装
を
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す

る
な
ど
、事
故
防
止
の
対
策
を
し
て
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

の
な
い
よ
う
安
全
な
狩
猟
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

県
自
然
保
護
課

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

２
９
７
２

　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の

あ
る
個
人
事
業
す
べ
て
の
方
は
、
記

帳
と
帳
簿
な
ど
の
保
存
が
義
務
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
せ
記
帳
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
特
典
の
あ
る
「
青

色
申
告
」
に
し
ま
せ
ん
か
。

　

青
色
申
告
会
で
は
、
記
帳
や
申
告

に
つ
い
て
色
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

入
会
く
だ
さ
い
。

会
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
内
容

・
記
帳
や
決
算
の
指
導

・
研
修
会
や
説
明
会
の
開
催

　

千
葉
県
は
、
自
動
車
税
の
未
納
額

の
縮
減
の
た
め
、
11
月
か
ら
３
月
ま

で
を
滞
納
整
理
強
化
期
間
と
し
、
給

与
・
預
金
・
自
動
車
な
ど
の
差
押
え

を
一
層
強
化
し
ま
す
。
自
動
車
税
を

納
め
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▽
千
葉
県
茂
原
県
税
事
務
所
収
税
課

　

☎
０
４
７
５

−

22

−

１
７
２
１

▽
千
葉
県
茂
原
県
税
事
務
所
大
多
喜

支
所　

☎
82

−

２
２
１
４

▽
千
葉
県
総
務
部
税
務
課

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

２
１
２
７

入
札
結
果
の
公
表

勝
浦
で
創
業
し
よ
う

 「
か
つ
う
ら
創
業
塾
」

自
動
車
税
の
滞
納
は

見
逃
し
ま
せ
ん
！

11
月
15
日
か
ら

 『
狩
猟
期
間
』が
始
ま
り
ま
す

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

青
色
会
員
募
集
中
！

修
了
特
典

①
会
社
設
立
時
の
登
録
免
許
税
が
半

額
に
な
り
ま
す

②
各
種
融
資
制
度
で
の
特
典
あ
り

③
創
業
補
助
金
の
申
請
が
可
能
に
な

り
ま
す

※
本
講
座
を
受
講
し
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
場
合
の
特
典
で
す

申
込
・
問
合
せ　

勝
浦
市
商
工
会

　

☎
73

−

０
１
９
９

・
パ
ソ
コ
ン
会
計
や
電
子
申
告
の
指

導　

な
ど

問
合
せ

　

茂
原
税
務
署
管
内
青
色
申
告
会

　

☎
０
４
７
５

−

23

−

１
２
７
３

第１日曜日 １１月　５日

8：30～12：30第３日曜日 １１月１９日

第１日曜日 １２月　３日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ ◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○固定資産税　　：３期　納期　１１月３０日（木）
○国民健康保険税：５期　納期　１１月３０日（木）
○介護保険料　　：４期　納期　１１月３０日（木）
○後期高齢者　　：５期　納期　１１月３０日（木）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課徴収班　☎７３−６６２２

茂原県税事務所差押え自動車の引揚げ例
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『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
11
月
17
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　h

ttp
://w

w
w
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a
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u
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.lg

.jp
/

携
帯
電
話
版 h

ttp
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w
w
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.k
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u
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連絡・問い合わせ先 
勝浦市地域包括支援センター（介護健康課内）

☎７３－６６１５・６６１６

筋肉を維持して健康で過ごすための方法を、シリーズでご紹介していきます！

フレイルにならないために
～ 社会参加編 外に出よう！ ～

地域地域地域地域
～介護予防のまちづくり～ 通信通信通信通信

※フレイルとは、加齢に伴い、身体の予備能力が低下して体が弱くなっている状態（虚弱化）のことをいいます。

年齢を重ねると、病気などから外出を控えがちになり、活動量が低下しやすくなります。
活動量が減ると、筋力低下、食欲不振、不眠などを招き、フレイルへ陥ります。そのため、
いくつになっても、社会的な役割や生きがいを持ち、仲間とつながっていることが大切です。

趣味、習いごと、ボランティアなど、活動の場はたくさんあります。
一人ひとりが役割を担い、人とのつながりが広がると、地域も活性化します。
あなたの知識や経験を生かして、興味のあることから始めてみましょう！

老人クラブ、菜園、ガーデニング、
釣り、カラオケ、買物、旅行など

スポーツ
グラウンドゴルフ、卓球、
ウォーキング、ヨガなど

習いごと・サークル
コーラス、太極拳、踊り、
俳句、パソコン教室、
料理教室など

シルバー人材センター・生涯大学校

ボランティアサークル
環境美化、施設慰問など

ちょっとしたお手伝い
草取り、ゴミ出し、
買物、交通安全運動、
子守りなど

趣味
活動

就労

ボランティア

うたびととは、歌を通して、脳の
若返りを目指すボランティアで
す。歌が好きな方、何かを始めた
い方、ぜひお待ちしております！

うたびと２期生募集！

ご興味ある方は、お気軽にお電話ください！

勝浦歌劇団、団員募集中！
勝浦歌劇団では、現在、ベートーヴェンの第九
を練習しています。団員は、幅広い世代の方が
参加しており、わきあいあいとしていて、練習
中は笑いが絶えません！初心者の方も、見学を
したら、すぐに始めたくなると思います！あな
たも、一緒に始めませんか？

練習日
木曜日
18 ～ 21 時

場　所
勝浦集会所
（図書館上）

つながって、広がる！元気の輪！

初心者
大歓迎！

シリーズ

貯筋!!貯筋!!
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